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経理財務本部長、中嶋でございます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。それでは、お手元

の資料を用いまして、決算のポイントを私のほうからご説明申し上げます。 

 

 

4ページに第 2四半期決算のポイントを記載しております。こちらの点につきまして、次のスライ

ド以降でかいつまんで 10分かからない程度でご説明申し上げます。 
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5ページ。決算サマリーでございます。 

受注高につきましては、1,938 億円、対前年 14.6％の伸長、円安の影響を除きましても、9.4％の

伸長を確保しております。売上高については 1,844億円、こちらは為替の影響を除きますとほぼ横

ばいといった水準でございます。 

営業利益は対前年マイナス 12億円の 142億円、当期純利益はマイナス 7億円の 91億円となって

おります。 
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６ページに昨年上期からの営業利益の増減を階段グラフでお示ししております。 

増減の内訳といたしましては、増収に伴う粗利増 7億円、粗利率悪化マイナス 17億円、販管費増

マイナス 15億円のほかに為替の影響としてプラス 14億円の押し上げ効果となっております。 

こちらは、前年の粗利率が相対的に高かった反動もございまして、粗利率の悪化が大きく出ており

ますが、為替を除きましては、5月に開示した年間業績予想の前提の範囲で推移しおります。 
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7ページ目、セグメント別の状況をご説明申し上げます。 

まず青い制御でございます。 

一番左側に示しております受注高は対前年プラス 239億円。為替を除きましても、10.1%の伸長を

確保しております。売上につきましては、低い受注残からのスタートとなったということもござい

まして 90億円の増加、為替を除きますと横ばいという水準でございます。営業利益につきまして

は、先ほどご説明申し上げました全社の増減の結果がほぼこちらの制御に表れているとご覧くださ

い。 

引き続き、黄色の測定器でございます。 

測定器につきましては、次世代通信技術導入を背景とした投資拡大など、マーケットの好調が続い

ております。いずれのマーケット、製品群ともに総じて堅調でございます。受注につきましてプラ

ス 22億円、為替を除いても 17%の伸長となっております。売上は受注に若干遅れておりまして、

6億円の微増となっております。営業利益は増収に伴う増益とご理解ください。 

最後に緑色、航機その他事業でございます。 

受注つきましてはマイナス 14億円、マイナス 36%と、大きな減少となっておりますが、こちらは

昨年の大口受注の反動でございます。売上高については、プラス 4億円と 18.8%の伸長となってお

ります。営業利益につきましては、こちらはその他事業で発生しております、新規事業関連の先行

投資により減少となっております。 
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8ページ目。制御の地域別受注・売上高です。 

地域別に業種構造、事業構造が違うために、COVID-19からの回復に差が出ております。一つ一つ

は細かくご説明いたしませんが、好調な地域といたしましては中国、こちらは引き続き極めて好調

な伸びをお示ししております。また欧州、北米につきましての回復が見えてきております。 

一方で遅れておりますのが中東アフリカ、こちらが Upstream の戻りが弱いというところで出遅れ

ております。中南米につきましても、マイナス符合付いておりますが、こちらは昨年の大口の反動

でございますので、マーケット自体に変化が出ているということではございません。 

右側の売上高でございますが、こちらは受注に遅れて影響が出てきておりますので、ご説明につい

ては割愛させていただきます。 
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9ページ、業種別の受注高になります。 

今年度より制御を Energy & Sustainability、Materials、Lifeの 3業種サブセグメントでマネジメ

ントしております。 

こちらの右側のグラフにて 3業種サブセグメントそれぞれのご説明を申し上げます。 

棒グラフの一番下が Energy & Sustainability です。 

受注はプラス 55億円、8%伸長。為替の影響を除きますと 2.5%の伸長です。Upstream は対前年

減少と、引き続き減少が続いておりますけれども、先行して動き出してきております Downstream

の回復によりまして、全体で伸長を確保しております。 

Materialsにつきましては、真ん中、紫色の部分でございます。為替の影響を除きましても 19%の

伸長と高い伸びを確保しております。要因として国内外の Chemicalが引き続き堅調です。

COVID-19からの経済回復や、半導体需要増に伴いまして素材産業の投資が拡大しておりまして、

これが後押ししております。 

一番上のオレンジ色、Lifeでございます。 

こちらはプラス 27億円、11.1%伸長、為替の影響を除きまして 8.6%の伸長となっております。こ

ちらのセグメントでは国内外、水関連のビジネスが堅調です。また、中国でファーマ向けの大口を

獲得するなど、医薬向けも堅調に推移しております。 
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10ページ。キャッシュ・フローの状況です。 

営業キャッシュ・フローにつきましては 252億円確保しております。 

前年並みの税前利益に対しまして、この半年間では COVID-19の影響によりまして悪化していた

営業資産効率、特に売上債権の回収が改善しており、対前年 84億円増加のキャッシュ・フローを

確保しております。 
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11ページが年間の業績予想でございます。今回、業績予想を修正させていただいております。 

まず、業績予想の前提となる為替レートを見直しました。 

年初想定は１US$=105円としておりましたが、この上期につきましては約 110円で終了しており

ます。この上期の円安を取り込んだ形で年間 107.5円に想定レートを変更しました。 

これに伴い受注・売上はプラス 50億円、営業利益はプラス 10億円としております。これに加え

まして、好調な受注状況を反映し、受注につきましては、さらに 50億円の上方修正を行っており

ます。 

なお、当期純利益でございますが、今後、航空機用計器事業の譲渡を予定しており、これに伴う譲

渡損が若干発生する見込みとなっております。 

こちらを織り込みまして、当期純利益につきましては従来据え置きの 160億円とさせていただい

ております。 
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12ページに営業利益分析、年間での増減をお示ししておりますが、変更箇所につきましては為替

影響のみでございます。そのほかについては変更ございません。 

それ以降、13ページ、14ページ、セグメント別、地域別の修正見通しをお示ししております。説

明は割愛いたしますので、ご覧いただけますようにお願いいたします。 
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15ページ、株主還元でございます。 

中間配当金につきましては、年初予定どおり 17円ということで本日決議しております。また、年

間予想につきましても当初予定の 34円据え置きという予想とさせていただいております。 

簡単ですが、私からのご説明は以上です。ありがとうございました。 
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奈良でございます。どうぞよろしくお願いします。私からは、現状の認識と今後の見通しについて

お話させていただきます。よろしくお願いします。 
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まず、現状の認識についてご説明いたします。足元の状況としては、経済活動の回復に伴い幅広い

地域、業種においてお客様の投資も回復しているという認識です。引き続き、小口の受注が好調

で、地域としては、中国が好調を維持していますし、北米・東南アジア・インドも COVID-19の

打撃から回復しつつあります。日本と中南米は昨年からの傾向でもありますが、引き続き堅調で

す。 

一方、中東、CIS、特にロシアですが、OPEXで元気が出ている一方、大型の CAPEX案件の比率

が比較的高いこれらの地域においては、投資案件の最終投資の判断が遅れているところがございま

す。ただ、われわれとしては水面下でお客様の動きにしっかり対応しておりますので、下期以降の

回復に期待をしています。 

業種としては Downstream、化学が引き続き好調です。また半導体市場向けを含む素材産業のお客

様向けに幅広く高水準の受注をいただきました。また、マイニングの業界も非常に好調でございま

す。 

そういった現状認識の中で、受注の進捗状況や為替の状況を踏まえ、5月にお示しした年間の業績

予想に対して、受注は 100億円増の 3,900億円。売上高は 50億円増の 3,750 億円と上方修正しま

した。 COVID-19 の再拡大によるリスクや半導体あるいは樹脂素材部品等の調達リスクの影響を

最小限に抑えながら、この業績予想を達成したいと考えております。 
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当社グループは、本年度が初年度となる中期経営計画”Accelerate Growth 2023”に基づき、 

一つ目、「IA2IA/Smart Manufacturingの実行と、存在価値の変革」。二つ目、「業種対応力の強

化と、非業種依存のビジネス拡大」。そして三つ目、「収益性の確保と健全な成長」。そして四つ

目が、「社内オペレーションの最適化とマインドセットの変革」というこの四つの基本戦略を中心

に、成長に向けて社会共通課題を軸とした事業構造の確立に向け取り組んでいます。 
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この新中計、AG2023 ではお客様のビジネス領域に沿って、主力の制御事業に Energy & 

Sustainability、Materials、Life、の三つの事業サブセグメントを設定します。これに合わせて、

国内だけではなく、海外の各地域拠点もこの 3サブセグメントに合わせて組織を改編し、オペレー

ションを開始しています。 

同時に業種のお客様がお持ちの共通課題に対して、われわれが培ってきたソリューション、ベスト

プラクティス、ナレッジといったものを集約して、グローバルで共有・展開する Center of 

Excellence、CoE 機能を設立しました。この CoEによるグローバルでの課題解決力の強化と、3

事業サブセグメント体制となった各地域拠点のソリューション提案力の強化を掛け合わせ、相乗効

果として、グローバルで幅広い業種のお客様向けにアプローチを加速して、業種拡大を実現してい

きます。 

なお、この 3事業サブセグメントのそれぞれの事業戦略については、12月 3日に開催予定の IR 

Dayにて各事業本部長より皆様へご説明を差し上げますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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このように大きく組織体制を変更して、それぞれが退路を断って変革に取り組むという中で、マイ

ンドセットも変わりつつあります。 

海外では従来、約 7割がエネルギー関連業種向けのビジネスでしたが、海外拠点でもエネルギー以

外の業種のお客様への積極的なアプローチが始まっており、幅広い業種での受注を獲得していま

す。 

こちらにはその一例をお示ししていますが、水、食品、医薬、バッテリーなど、SDGsに貢献する

分野での受注も拡大しています。 

こちらでご紹介している受注事例には、いわゆるプロダクト、フィールド機器やセンサー類などの

製品も数多く含まれています。そういったプロダクト製品も積極的な業種軸展開に取り組むこと

で、アプリケーションの裾野を広げた新規受注を獲得しており、そこからさらにシステム、ソフト

ウェア、あるいはメンテナンスサービス、バリデーションといったわれわれの提供価値が広がって

います。 
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新中計 AG2023 の戦略の一つとして注力しているのが、IA2IA： Industrial Automation to 

Industrial Autonomy、そして、Smart Manufacturingの案件です。この受注案件は、この上半期

で約 260件ございます。このうち、海外案件が約 120件で、昨年度上期との比較では 126%増と倍

以上の増加をしております。営業活動の広がりが成果となって表れています。 

その一例として、われわれが開発したリファイナリーのお客様の収益性を最大化する生産管理ソリ

ューションおよびコンサルティングサービスの RIOSの PoCをご紹介いたします。この RIOSでは

横河と KBCの総合ソリューションによる Digital Twinを実現し、原油の需要と市場価格の変化に

対応して、石油精製のサプライチェーンを含む生産プロセス全体を最適化することで、お客様の収

益を最大化するものです。 

この RIOSの PoCのプロジェクトでは実際に非常に大きな収益向上によりお客様へ貢献できるこ

とが確認できました。また、お客様が得られた成果に比例して、われわれの報酬をいただくとい

う、当社にとって新しいビジネスモデルへのチャレンジの一つとなりました。 

化石燃料に係る業種のお客様は、今まさに生き残りをかけてエネルギートランジション、そしてカ

ーボンニュートラルに向けた変革をしながら、それと同時に市場への製品供給責任も果たされてい

ます。われわれはそういったお客様のチャレンジに寄り添って、そして、リードするソリューショ

ンをご提供していきます。 

このように、お客様とともに取り組む PoCからさらに引き合いや案件受注をいただいており、各

地域、業種のお客様との取り組みを積極的に展開していきます。 
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また、当社は社会全体の持続的価値の創出に向けたエネルギートランジションに向けた取り組みを

加速しています。 

主な取り組みとしては、インドネシアのラヘンドン地熱発電所の統合制御システムおよびそのサー

ビスの受注や、最近受注しましたセネガルの国営水道公社からの配水管理システムの受注が挙げら

れます。そして、日本最大の風力発電設備の稼働など、実績が積み上がっており、さらなる受注獲

得に向けて取り組みを強化しています。 

また、再生可能エネルギーを含む発電と送配電網を結ぶマイクログリッド制御への参入に向けて、

取り組みを進めています。 

さらに、水素社会の到来に向けて、水素の製造、輸送を含む水素サプライチェーン全体において、

YOKOGAWAの提供価値を特定すべく、業種全体を俯瞰したプロジェクトチームを発足し、活動を

開始しています。このように、持続可能な社会の実現に貢献し、社会全体での価値創出に向けた取

り組みを強化してまいります。 
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このようにエネルギートランジションに向けて、われわれは様々な取り組みを進めており、こちら

はその中の一つである再生可能エネルギー分野におけるわれわれの方向性を示したものです。 

画面左下の、いわゆる発電まわりの制御やアセットパフォーマンス管理は、従来よりわれわれの得

意な領域ですが、今後はさらにマイクログリッドコントロール、DERMSといった、発電と送配電

網を結ぶマイクログリッドの需給調整を含む系統制御への本格参入を目指し、現在活動に注力して

いるところでございます。 

こちらについては、いずれ進捗をご紹介させていただきたいと思っております。 
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以上、現状認識とわれわれの取り組み、今後の見通しについてご紹介してまいりました。 

大きく変化する外部環境の中、スピード感を持って Accelerate Growth 2023 を実行し、さらなる

成長発展、高い収益性、非エネルギー業種拡大を達成しながら、持続可能な社会の実現に貢献して

まいりたいと思っております。そして、測る力とつなぐ力で地球の未来に責任を果たすというわれ

われが掲げている Yokogawa's Purpose のもと、全社一丸となって進んでまいります。 

引き続き、皆様のご支援をよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

Ｑ：サプライチェーンの問題について。半導体部品不足・アジアの COVID-19影響・素材価格高

騰・物流停滞といったことが言われていますけれども、それぞれ上期どう影響したのかということ

と、下期以降どう影響を見込んでいらっしゃるのか、もし可能であれば数字も交えて教えてくださ

い。 

Ａ：サプライチェーン問題について、上期は半導体部品のほうにも影響はございました。ただ、適

宜いろいろな交渉あるいは部品の先手の手配等々で、大きな影響はなかったという認識です。現在

も半導体の部品に関しては、常時、サプライヤーさんと状況を確認しながら対応しております。 

また、樹脂関係の素材の部品に関して、海外では東南アジアで製造しており、ロックダウンの影響

を受けました。ただ、こちらも適宜、在庫の確認あるいは代替供給元を確認しながらの対応をして

おり、上期に関しては何とか乗り切っております。ただ、今後も半導体関連や樹脂部品に関して

は、不測の事態も想定し、常時モニタリングしながら、先手、先手で対応して、その影響を最小限

に抑えたいと考えております。 

 

Ｑ：上下の利益のバランスについて。上期が 142億の営業利益実績で、下期が 118億の予想とい

うことですが、過去約 5年の傾向では上期より下期の方が低かったことはなく、6ページや 12ペ

ージの増減要因から逆算すると、下期に約 40億円の減収影響と、粗利改善を見込んでいますが、

下期のこの増減要因について確認させてください。 

Ａ：今回の業績予想の変更につきましては、受注以外は為替の影響のみという形で、売上・営業利

益は見直してはおりません。先ほど上期の実績でご説明したとおり、年間の増減想定どおり上期に

ついては着実に推移しておりますので、現時点において下期についても特段、見直す要素はないと

考えております。 

一方で、上期に比べて下期の利益が減少する一つの要因といたしまして、当社は、戦略プロジェク

トという形で、イニシャルで赤字を計上しても戦略的に獲得するプロジェクトが一部あり、これら

については、工事損失引当金の予算を持ってオペレーションしております。現状、上期の大口プロ

ジェクトの動きが弱いというところで、こういった費用の一部は執行せずに持ち越しています。 
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こちらは下期、市場が動けばしっかり執行していきますので、これが下期の費用増の一つの要因に

なっております。 

また、1点目のご質問でもございましたサプライチェーンの問題に関しまして、今回お示ししまし

た業績予想に関しては、きちんと部品等も調達し、売上を立てていけると考えております。一方で

受注の伸びを反映して、それ以上の積み上げについては、サプライチェーンのリスクも勘案したう

えで今回は据え置きとしております。 

したがって、上積みについてはあまり大きく期待いただかないようにしていただきたい、というの

が本音のところでございます。下限としてはこちら何とか達成してまいりますという数字と受け止

めていただければと思います。 

また、販管費につきまして、上期は先行きの見通しが不透明なところもございましたので、若干抑

制しながらオペレーションしておりましたが、今後の新規プロジェクトの動きに合わせて、使うべ

きところは使わせていただくという考え方で、若干予算をシフトしております。こういった要素を

踏まえた上下利益バランスと見ていただければと存じます。 

 

Ｑ：今期の為替を除く受注予想は、為替を除き 50億円引き上げられていますが、今期ではなく、

来期以降の売上利益に寄与するため、今期の売上利益予想は修正なしという理解でよろしいのでし

ょうか。 

Ａ：そのようにご理解ください。 

 

Ｑ：プロジェクトに関する工事損失引当金が下期にそのまま、その予算が繰り越されたということ

ですが、20～30億円ぐらいは下期の前提に入っているのでしょうか。 

Ａ：そこまで大きな予算は取っておらず、半分以下と思っていただければ結構です。ただ、こちら

は単年度でいくらというよりも、イニシャルな赤字に対してトータル・複数年でのリターンで判断

していくことになります。今回の業績予想はきちんと守れる範囲での執行を考えておりますけれど

も、1件 1件精査のうえ判断していくということで、必ずしも硬直的な予算として見ているもので

はないとご理解いただければと思います。 
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Ｑ：エマソン社が 10月の初めにアスペンテック社の買収を発表しました。競合企業の動きに対し

第 1印象をどう捉えられたでしょうか。 

また、AG2023 ではライフサイエンスや、新事業関連でM&Aの言及はあるものの、それ以外分野

では、規模の拡大はあまり示されていないようです。スピード感を考えた場合、提携だけではなく

て、買収も視野に入ってくるのでしょうか。 

A：今回の買収は、プロダクト系あるいは製品ハードが強いエマソンさんが、新たにソフトウェア

を武器としてビジネスを拡大していくためのものだろうと認識しています。 

では横河はどうしていくのかというと、横河は KBCという会社と一緒に取り組んでいます。KBC

の強みは、ソフトウェアだけではなくてシミュレーションや、いろいろなエネルギーマネジメント

のソフトウェアと共に卓越したコンサルティングを持っているという点です。 

したがってわれわれの大きな差別化要素としては、YOKOGAWA のソリューションと、KBCのド

メインナレッジ、コンサル能力、そしてソフトウェアの融合で、強みを発揮しながらビジネスをさ

らに伸ばしていけるという認識でおります。 

また、スケールアップという点ですが、本日 17時に、当社 Life事業で Digital Twinを活用したバ

イオ関連のビジネスをスケールアップするM&Aについて発表しました。Life事業ではますますス

ケールアップする買収をかけていきます。 

さらに、エネルギー分野では先ほどご紹介しましたが、特に再生エネルギー、グリッド関係のとこ

ろで系統制御分野に積極的に探索、取り組みをしており、スケールアップするM&Aも狙っており

ます。 

一方、Industrial Automation から Autonomyへ、いわゆる IA2IAを実現するためのポートフォリ

オの拡充についても取り組んでおりまして、従来われわれが得意とするフィールドを広げる意味で

のM&Aに関してはかなり積極的に取り組んでおりますので、オープンにできるタイミングでご紹

介してまいります。 

さらにもう一つ DX、そして IT/OTコンバージェンス関連で最近非常に引き合いが多く、ご相談を

受けております。IT分野に関しては、例えば、最近では NTTコミュニケーションズさんと IT/OT

で協業しております。当社の OT分野の強みと、NTTコミュニケーションズさんの ITの強みを活

かしながら、今後、協業でビジネスを伸ばしていくというところでございます。 
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Q：中国の状況について教えてください。中国は好調が続いているということですが、マクロ的な

統計や、データを見ていると少し市況は悪化しているように見受けられますが、そのような状況で

も御社はしっかりと受注を獲得できている背景を教えてください。また、最近中国では電力不足も

懸念されていますが、そういった市況の変化から、何か新しいビジネスチャンスが生まれているの

でしょうか。 

Ａ：中国に関しては、昨年度同様、上期は非常に好調でした。特に中国で製造販売しているプロダ

クト製品が過去最高を超えるような勢いでした。 

われわれは、中国の各エリアで例えば Smart Manufacturing構想など、かなりいろいろな取り組

みをしていますし、中国の工業団地や、現地の日系企業さんからも、いろいろな引き合いをいただ

いて、DX関係、IoT関係含めてビジネスが非常に堅調であるというところでございます。 

一方、電力不足というのは大きな懸念事項でございまして、中国には当社も複数の大規模工場を持

っておりますので、状況をしっかりモニタリングしながらビジネスに反映させていきます。 

 

Ｑ：御社の生産は、電力不足による大きな影響を受けていないと考えてよいでしょうか。 

Ａ：はい。先月頃、若干電力不足による生産への影響はありましたが、現在はリカバリーしてお

り、大きな影響は今のところございません。 

 

Ｑ：3カ月前と比べて、地域別制御事業の受注環境見通しの変化を教えてください。 

Ａ：3 か月前と比べて大きな変化はありませんが、今年度は FY19、20に比べて、3億円以上の大

口プロジェクトが海外で減少しております、その状況の中で、業種を拡大し、小口をしっかり伸ば

したという意味で、上期は踏ん張ったなというところです。 

お話したとおり、特に中東は CAPEX案件がまだ遅れている状況ですが、小口はしっかり取り込ん

できましたので、この小口を中心として業種を拡大しながら、そして、IA2IA、Smart 

Manufacturingの様々な PoCあるいはワークショップなどをしっかりやりながら後半に出てくる

CAPEX案件をいかに獲得するかがポイントです。中東、北米に関して、4Q頃に獲得を目指す大型

案件が数件見えてきております。これらをしっかり取り込んでいくことがこの下期のポイントにな

ると思っております。 
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Q：4Qに北米や中東で見えている大型案件の受注というのは、下期の計画にはまだ織り込んでい

ないということですか。 

Ａ：第 4四半期に想定しておりますジョブについては、今期入るか入らないかと、ぎりぎりのとこ

ろがございますので、全て織り込んでいるわけではありません。半分程度、ぎりぎり来るか来ない

かというものも入った上での今回の修正数字だとご覧いただければよろしいかと思います。 

 

Ｑ：先日発表した航空機用計器の事業譲渡について、ここに至った背景・経緯について教えてくだ

さい。 

Ａ：10月に、航空機用計器事業を沖電気工業株式会社へ事業譲渡させていただくということを発

表いたしました。数年前から、制御中心の当社のビジネスの中で航機事業は、積極的に投資して成

長していくという観点では厳しさがある中、航機事業にとって最善と考えられる様々なパターンを

模索してまいりました。検討を重ねた結果、最終的に、航機事業に注力して投資していただくこと

ができる沖電気工業さんに、われわれの歴史のある航機事業を譲渡するという結論に達したという

のが経緯でございます。 

 

Ｑ：測定器事業の位置づけを教えてください。 

Ａ：計測と制御というのは非常に親和性があるビジネスであり、測定器事業に関しては長期経営計

画 2030年に向けても成長させていくという事業計画を立てております。 

特に 5Gが 6Gとなっていく通信関係、それから電力関係、グリッドなどの分野では従来の計測製

品単体ではなく統合計測のような形で束ねていく中で、計測の力がポイントになります。また、現

在積極的に投資をしている Life事業分野でも計測器を活用していこうと考えていますし、測定器

事業も成長分野と位置付けて投資・注力していくとご理解いただければと思います。 

 

奈良：皆様、大変お忙しい中、今回の決算発表に参加いただきましてありがとうございました。

色々なご質問、ご意見をいただきました。しっかりとわれわれの糧にして、AG2023の成長を加速

してまいりますので、引き続きご支援のほどよろしくお願いいたします。ありがとうございまし

た。 

［了］ 
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